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７．３ 外部からの速度指令（アナログ信号）設定について 

アナログ入力端子（ＶＩ）は、電圧入力（０～１０Ｖ, ０～５Ｖ）、電流入力（４～２０ｍＡ）から選択することが

できます。分解能は、 大１/１０００です。 

［制御端子台］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アナログ入力端子（ＶＩ）の機能設定 

タイトル 機  能 調整範囲 標準出荷設定値 


アナログ／接点入力選択 

（V I 端子） 

０：電圧信号入力（0-10V） 

１：電流信号入力（4-20mA） 

２：接点入力 

３：電圧信号入力（0-5V） 

０ 

 ＶＩ入力ポイント１の設定 ０～１００％ ０ 

 ＶＩ入力ポイント１の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ 注３） ０．０ 

 ＶＩ入力ポイント２の設定 ０～１００％ １００ 

 ＶＩ入力ポイント２の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ 注３）
0.1ｋ～0.4ｋＷ機種：60.0 

0.75ｋ～2.2ｋＷ機種：90.0 

 アナログ入力フィルタ ４～１０００ｍｓ 注１） ６４ 

注１）周波数設定回路のノイズの影響により安定した運転ができない場合は、を大きくしてください。

注２）電流入力と電圧入力の切換えは、半導体スイッチを使用しているため、インバータの電源を遮断した時、電

流入力を選択している場合でも、VI-CC 端子間は高インピーダンス状態になります。 

この時、断線検出機能のある電流発生器（４～２０ｍＡ）を使用している場合、断線検出が動作することが

あります。この場合、以下の対策を行ってください。 

（１）シーケンスにて対応する方法 

インバータ電源入り切りの際は、シーケンサの４～２０ｍＡ出力も同時に入り切りするなどのインター

ロックを設け、断線検出機能が動作しないようにしてください。 

（２）抵抗器を外部に接続する方法 

ＶＩ－ＣＣ端子間に １／２Ｗ－５００Ω または ４７０Ωの抵抗器を接続し、下記のパラメータを設定

してください。（電圧入力の設定でご使用ください。）f109＝０（電圧入力：標準出荷設定） 

注３）当社製ＩＰＭギアモータの 高回転速度は 2500rpm です。2500rpm 以下となる周波数範囲で設定して

ください。 

（インバータ 高周波数：0.1k～0.4kW 機種：83.4Hz 以下、0.75ｋ～2.2kW 機種：125Hz 以下） 
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７．３．１ 電圧（０～１０Ｖ）入力による設定 

ＶＩ－ＣＣ端子間に０～１０Ｖｄｃアナログ電圧信号を入力して周波数設定ができます。 

下記に、運転指令を端子台から入力した場合の例を示します。 

タイト

ル 

機 能 調整範囲 標準出荷設定値 設定例 

 コマンドモード選択 ０～２ １(パネル) ０(端子台) 

 周波数設定モード選択 ０～５ ２(設定ダイヤル) ０(端子台ＶＩ) 


アナログ／接点入力選択 

（V I 端子） 

０：電圧信号入力（0-10V）

１：電流信号入力（4-20mA）

２：接点入力 

３：電圧信号入力（0-5V）

０ 

０

（電圧信号

（０－１０Ｖ）） 

 ＶＩ入力ポイント１の設定 ０～１００％ ０ ０ 

 ＶＩ入力ポイント１の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ ０．０ ０．０ 

 ＶＩ入力ポイント２の設定 ０～１００％ １００ １００ 

 ＶＩ入力ポイント２の周波数 
０．０～４００．０Ｈｚ

 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75 ｋ ～ 2.2 ｋ Ｗ 機

種：90.0 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75ｋ～2.2ｋＷ機

種：90.0 

 アナログ入力フィルタ ４～１０００ｍｓ ６４ ６４ 

 

 
ギアモータ

IPM
R/L1 U/T1

MCCB 

電源 S/L2 
T/L3 

V/T2
W/T3

CC 

S1 

S2

CC

F

R

FM 

FLC 

P24 

OUT 

VI P5

VF-nC3M

■運転、停止設定 
外部指令にて正転（Ｆ）、逆転（Ｒ）の切
換え及び運転／停止ができます。 

■ 周波数設定信号と運転周波数の特性設定 
下図の２つのポイントで特性を設定しま
す。 

■ 周波数計を接続、校正 
で接続メータの種類を選択し、校
正します。 
⇒詳細は 3. 3 項を参照 

正転

逆転

＝：電圧信号入力（０－１０Ｖ）（標準出荷設定値）

Ｈｚ

％ 



 

  

ポイント２ 

ポイント１ 

周波数設定信号

０％      １００％ 
（０Ｖ   ～  １０Ｖ） 

運
転
周
波
数

NO 

 

＋

－
0~10Vdc

FLA 

FLB 
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７．３．２ 電流（４～２０ｍＡ）入力による設定 

ＶＩ－ＣＣ端子間に４(０)～２０ｍＡｄｃのアナログ電流信号を入力して周波数設定ができます。 

下記に、運転指令を端子台から入力した場合の例を示します。 

タイトル 機 能 調整範囲 標準出荷設定値 設定例 

 コマンドモード選択 ０～２ １(パネル) ０(端子台) 

 周波数設定モード選択 ０～５ ２(設定ダイヤル) ０(端子台ＶＩ) 


アナログ／接点入力選択 

（V I 端子） 

０：電圧信号入力（0-10V）

１：電流信号入力（4-20mA）

２：接点入力 

３：電圧信号入力（0-5V）

０ 

１

（電流信号

（４－２０ｍＡ）） 

 ＶＩ入力ポイント１の設定 ０～１００％ ０ ２０（０） 

 ＶＩ入力ポイント１の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ ０．０ ０．０ 

 ＶＩ入力ポイント２の設定 ０～１００％ １００ １００ 

 ＶＩ入力ポイント２の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75 ｋ ～ 2.2 ｋ Ｗ 機

種：90.0 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75 ｋ ～ 2.2k Ｗ 機

種：90.0 

 アナログ入力フィルタ ４～１０００ｍｓ ６４ ６４ 

 

Ｈｚ

％ 

 

 

 

ポイント２ 

ポイント１

周波数設定信号 

 ０％ ２０％  １００％ 
（０ ～ ４  ～  ２０ｍＡ） 

電流入力 

運

転
周
波
数

■運転、停止設定 
外部指令にて正転（Ｆ）、逆転（Ｒ）の切
換え及び運転／停止ができます。 

■ 周波数設定信号と運転周波数の特性設定 
下図の２つのポイントで特性を設定しま
す。 

■ 周波数計を接続、校正 
で接続メータの種類を選択し、校
正します。 
⇒詳細は 3. 3 項を参照 

ギアモータ

IPM
R/L1 U/T1

MCCB 

電源 S/L2 
T/L3 

V/T2
W/T3

CC 

S1

S2

CC

F

R

FM 

FLC 

P24 

OUT 

VI P5

VF-nC3M

正転

逆転

＝：電流信号入力（４－２０ｍＡ）

NO 

 

＋

－
4(0)~20mAdc 

FLA 

FLB 
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７．３．３ 電圧（０～５Ｖ）入力による設定＜外部ボリューム＞ 

ＶＩ端子に外部ボリューム（１ｋ～１０ｋΩ―１/４Ｗ）を接続して周波数設定ができます。 

ボリュームは、Ｐ５－ＶＩ－ＣＣ端子間に接続します。Ｐ５端子の基準電圧は５Ｖｄｃです。 

ボリュームの代わりに、ＶＩ－ＣＣ端子間に０～５Ｖｄｃのアナログ電圧信号を入力しても周波数設定ができます。 

下記に、運転指令を端子台から入力した場合の例を示します。 

タイトル 機 能 調整範囲 標準出荷設定値 設定例 

 コマンドモード選択 ０～２ １(パネル) ０(端子台) 

 周波数設定モード選択 ０～５ ２(設定ダイヤル) ０(端子台ＶＩ) 


アナログ／接点入力選択 

（V I 端子） 

０：電圧信号入力（0-10V）

１：電流信号入力（4-20mA）

２：接点入力 

３：電圧信号入力（0-5V）

０ 

３

（電圧信号

（０－５Ｖ）） 

 ＶＩ入力ポイント１の設定 ０～１００％ ０ ０ 

 ＶＩ入力ポイント１の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ ０．０ ０．０ 

 ＶＩ入力ポイント２の設定 ０～１００％ １００ １００ 

 ＶＩ入力ポイント２の周波数 ０．０～４００．０Ｈｚ 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75 ｋ ～ 2.2k Ｗ 機

種：90.0 

0.1 ｋ ～ 0.4 ｋ Ｗ 機

種：60.0 

0.75 ｋ ～ 2.2k Ｗ 機

種：90.0 

 アナログ入力フィルタ ４～１０００ｍｓ ６４ ６４ 

  
ギアモータ

IPM
R/L1 U/T1

MCCB 

電源 S/L2 
T/L3 

V/T2
W/T3

CC 

S1 

S2

CC

F

R

FM 

FLC 

P24 

OUT 

VI P5

VF-nC3M

■運転、停止設定 
外部指令にて正転（Ｆ）、逆転（Ｒ）の切
換え及び運転／停止ができます。 

■ 周波数設定信号と運転周波数の特性設定 
下図の２つのポイントで特性を設定しま
す。 

■ 周波数計を接続、校正 
で接続メータの種類を選択し、校
正します。 
⇒詳細は 3. 3 項を参照 

正転

逆転

＝：電圧信号入力（０－５Ｖ）

Ｈｚ

％ 



 

  

ポイント２ 

ポイント１ 

周波数設定信号

０％      １００％ 
（０Ｖ   ～  ５Ｖ） 

運
転
周
波
数

NO 

 

１ｋ～１０ｋΩ‐１/４W 

FLA 

FLB 
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１）０～１０Ｖdc 電圧入力の調整 

 
V I 端子 

 

 

・ポイントの設定により電
圧入力に対する周波数指
令の調整を行います。

・傾きとバイアスが簡単に
設定できます。 



 １００（％） 
 １０V 電圧信号 


０（ Hz）



０（％）
 ０ 

f204

６0/９0( Hz )

＝0 

(電圧入力：0-10V) 

 
 

２）４～２０ｍＡdc 電流入力の調整 

ＶＩ端子 

 

 

・ポイントの設定により電

流入力に対する周波数指
令の調整を行います。

・傾きとバイアスが簡単に

設定できます。 

・０～２０ｍＡの電流入力

をする場合はf201を0

に設定してください。



 １００（％） 

 ２０ｍＡ 電流信号



０（ Hz）



 ２０（％）

  ４ 

f204

６0/９0( Hz )

＝1 

(電流入力：4-20mA)

 

 
３）０～５Vdc 電圧入力、または外部ボリウム（P5-VI-CC）使用の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＩ端子 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外部ボリウムを取り付けた場合に、で設定した周波数が出力するように設定しています。    

０～５Vdc電圧入力の場合に、f204で設定した周波数に合わない時には、 または     

（詳細は6.４.4項）を調整してください。 

・ポイントの設定により電
圧入力に対する周波数指
令の調整を行います。

・傾きとバイアスが簡単に
設定できます。 



 10０（％） 

 ５V 電圧信号 



０（ Hz）



 ０（％）

  ０V 

f204
６0/９0( Hz )

＝3 

(電圧入力：0-5V)
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6．４．４ 周波数設定信号の微調整 

  ：ＶＩ入力バイアス 

  ：ＶＩ入力ゲイン 
 

 
・機能 

アナログ入力端子、ＶＩから入力される周波数設定信号と出力周波数との関係を微調整できます。 

パラメータf201～f204にておおまかな調整（粗調整）を行なった後に、本パラメータにて微調整をしま

す。 

 

 
ＶＩ端子に入力される周波数設定信号と出力周波数の特性は下図のとおりです。 
 

 

☆ＶＩ入力端子のバイアス調整（f470） 

標準出荷設定では、ＶＩ端子に多少の電圧/電流をかけて初めてインバータが出力を出すように余裕を持たせた調

整をしてあります。 

この余裕を小さくしたい時には、f470の値を大きくします。 

ただし、大きくしすぎると、周波数指令が０（ゼロ）の時でも出力周波数が出てしまいます。 
 

☆ＶＩ入力端子のゲイン調整（f471） 

標準出荷設定では、ＶＩ入力が 大電圧／電流未満で 高周波数に到達するように調整してあります。 

大電圧／電流で 高周波数になるように調整したい時は、f471の値を小さくします。 

ただし、小さくしすぎると、 大電圧／電流を入力しても 高周波数に達しなくなります。 

大

小

標準出荷設定



大

小
高周波数

（ ）出力周波数 Hz 



100%
10Vdc
20mAdc

0%
0V
4mA

0

（ ）周波数設定信号 V I 入力値 


